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2014長船中学校修学旅行実行委員会

月 日号

2014岡山県瀬戸内市立長船中学校三年生一同
平和への誓い （案）

平和学習の中からの全員の「学び」をもとに編集したもの

（実 ） 私たちは今沖縄の地に立ちました。
（実 ） 私たちは、修学旅行を通じて、オキナワの「重い歴史」と豊かな自然と文化をみて・感じ・

学びます
（実 ） そして、私たちは、これからの「生き方」を見つめていきます。

（男 ）それは、日本で唯一、地上戦を経験したオキナワだから。
（女 ）それは、みんなと笑いあって、家族といっしょにいられる幸せを守りたいから。（安木じさん）
（男 ）絶望的な過ちである戦争 （澤岡くん）
（女 ）最大の人権侵害である戦争 （角くん）

（男 ） ・どうして国のために死ぬようになったのか？（○くん）
（女 ） ・人はみにくいものなのか？（○ ○ ○くん）
(男 ) ・なぜまだ基地があるのか？ （○さん）
(女 ) ・どんなに悲惨だったのか。 （○さん）

（全 ）NEVER （○さん）

（男） 「日本はもう戦争をしないと決めた」 その約束を守りぬいていくために（浮田さん）
（全） 私たちは、これからも、反戦、平和・人権を学び続け
（女） 友達や周りの人を大切に（横井さん） 行動していきます。

（実 ） ・本当に日本は幸せなのか？（○さん）
（実 ） ・自分たちにはどう関係しているのか？（○さん）
（実 ） ・自分たちの命はどれだけ大切なのか （○ ○さん）

（実 ） 今も将来も戦争をなくしていくために（○さん）
（実 ） 学んだことを伝えていきます（○さん）

（実 ） たれもかれもが 力いっぱいに
（男 ） のびのびと生きてゆける世の中
（女 ） たれもかれも 「生まれて来てよかった」と 思えるような世の中
（全） じぶんを大切にすることが
（全） 同時に ひとを大切にすることになる世の中
（男） そういう世の中を 来させる仕事が
（女） わたしたちの 行くてに まっている
（全） 大きな 大きな 仕事
（全） 生きがいある仕事

（吉野源三郎『人間の尊さを守ろう』・ポプラ社）

（実 ） ２０１４年 岡山県○○中学校第６８期 3年生一同


